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改革改善
の考え方

①問題
点

南信州広域連合が建設する次期ごみ中間処理施設の稼働後のごみ収集体制、ごみ集積所のあり方

②改革
提案

ごみ集積所の現状を踏まえる中、次期一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の立案に併せて検討を継続する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

平成27年度においても各まちづくり委員会等のご尽力によりごみ集積所が適正に管理・運営された。
平成27年度のごみの収集量（家庭系一般廃棄物）の合計は2万1,085トンで、前年度と比べて減少した。「飯田市一般廃棄物
（ごみ）処理基本計画」（平成24年度～28年度）における計画値2万896トンと比較して189トンの増となった。

総事業費①+② 8,768 4,800 8,734 5,286

正規職員所要時間 1,040 1,100

臨時職員所要時間

一般財源 681 0 428 923

人件費計（千円）② 3,719 3,934

起債

その他 4,368 4,800 4,372 4,363

県支出金

事業費計（千円）① 5,049 4,800 4,800 5,286 （そ）ごみ処理手数料

国庫支出金

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

27
年
度
事
業
内
容

１
(1)　市民参加で取り組むごみのないまちづくり
(2)　ごみ集積所の適正な運営と管理の推進
 ア　ごみ集積所管理委託
 イ　ごみ集積所台帳データ整備
 ウ　ごみ集積所早朝監視
(3)　ごみ集積所看板の設置

１
(2)
 ア　委託地区数
 イ　地区数
 ウ　実施ごみ集積所数
(3)　作成枚数

１
(2)
 ア  20地区
 イ  20地区
 ウ  ２カ所
(3)  ０枚

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

家庭からの排出段階でのごみの適正処理を図るため、各地区まちづくり委員会への委託により、ごみ集積所の管理運営を行う。
１　市民生活における適正処理の推進

成果
指標

ごみの収集量（家庭系一般廃棄物）（t／年） 20896 21085 20562 -

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

ごみの収集量

飯田市の人口（人）
※9月末住民登録人口

104246
意図（どういう状態
にするか）

ごみ集積所の適正な管理
目
的

対象（誰・何を） ごみ集積所

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値
施策 56 廃棄物の減量と適正処理

基本計画上
の位置づけ

政策 5 人の営みと自然・環境が調和したまちづくり

廃棄物対策係H28担当課等名 環境課 H28係等名 廃棄物対策係 H27係等名
終了

19 32

事務事業名 ごみ集積所管理事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 経常 開始

平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 5 施策№ 56 事業№


